
　
ま
た
、
不
利
益
な
契
約
で
あ
っ
て
も
、

よ
く
判
断
で
き
ず
に
契
約
を
結
ん
で
し

ま
う
な
ど
の
被
害
に
遭
う
恐
れ
も
あ
り

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
人
を
保
護
す
る
た
め
に
、

本
人
の
支
援
者
や
家
庭
裁
判
所
が
選
任

し
た
人
な
ど
が
後
見
人
と
な
り
、
本
人

に
代
わ
っ
て
財
産
や
権
利
を
守
る
の
が

成
年
後
見
制
度
で
す
。

　
成
年
後
見
制
度
に
は
、
任
意
後
見
制

度
と
法
定
後
見
制
度
の
2
種
類
が
あ
り

ま
す
。

任
意
後
見
制
度

　
本
人
に
十
分
な
判
断
能
力
が
あ
る
う

ち
に
、
将
来
に
備
え
て
「
誰
に
」「
ど
の

よ
う
な
支
援
を
し
て
も
ら
う
か
」
を
あ

ら
か
じ
め
契
約
で
決
め
て
お
く
制
度
で

す
。
手
続
き
は
成
田
公
証
役
場
で
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

法
定
後
見
制
度

　
家
庭
裁
判
所
に
選
任
さ
れ
た
後
見
人

な
ど
が
本
人
を
支
援
す
る
制
度
で
す
。

判
断
能
力
の
程
度
や
本
人
の
事
情
に
応

な
い
人
は
、
不
動
産
や
預
貯
金
な
ど
の

財
産
を
管
理
し
た
り
、
介
護
な
ど
の

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
の
契
約
を
結

ん
だ
り
す
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

高
齢
者
・
障
が
い
者
の

権
利
を
守
る
成
年
後
見
制
度

　
認
知
症
や
知
的
障
が
い
・
精
神
障
が

い
な
ど
の
理
由
で
判
断
能
力
が
十
分
で

じ
て
「
後
見
」「
保
佐
」「
補
助
」
の
3
つ

に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　
手
続
き
を
す
る
た
め
に
は
、
本
人
の

住
所
地
を
管
轄
す
る
家
庭
裁
判
所
で
申

し
立
て
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
申

し
立
て
を
行
う
親
族
が
い
な
い
人
は
、

市
で
支
援
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

手
続
き
の
問
い
合
わ
せ
先

任
意
後
見
制
度
に
つ
い
て

◦
成
田
公
証
役
場（
☎
22
‐
1
0
3
5
）

法
定
後
見
制
度
に
つ
い
て

親
族
が
申
し
立
て
を
行
う
場
合

◦
千
葉
家
庭
裁
判
所
佐
倉
支
部（
☎
0 

4�

3
‐
4
8
4
‐
1
2
4
3
）

申
し
立
て
を
行
う
親
族
が
い
な
い
場
合

◦
認
知
症
な
ど
の
症
状
が
あ
る
高
齢
者

…
高
齢
者
福
祉
課（
☎
20
‐
1�

5
3 

7
）

◦
知
的
障
が
い
・
精
神
障
が
い
に
よ
り

判
断
能
力
が
十
分
で
な
い
人
…
障
が

い
者
福
祉
課（
☎
20
‐
1
5
3
9
）

知
っ
て
い
ま
す
か

障
害
者
差
別
解
消
法

　
障
害
者
差
別
解
消
法
と
は
、
障
が
い

の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
お
互
い
の
人
格

と
個
性
を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
共
生
で

き
る
社
会
を
つ
く
る
た
め
の
法
律
で
す
。

こ
の
法
律
で
は
、
次
の
こ
と
を
定
め
て

い
ま
す
。

不
当
な
差
別
的
取
り
扱
い
の
禁
止

　
行
政
機
関
や
民
間
事
業
者
が
、
障
が

い
の
あ
る
人
に
対
し
て
正
当
な
理
由
な

く
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
拒
否
・
制
限
す

る
よ
う
な
行
為
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
障
が
い
が
あ
る
と
い
う
理

由
だ
け
で
ア
パ
ー
ト
を
貸
さ
な
い
、
車

い
す
だ
か
ら
と
い
っ
て
入
店
を
断
る
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

合
理
的
配
慮
の
提
供

　
障
が
い
の
あ
る
人
の
求
め
に
応
じ
て
、

そ
の
人
の
障
が
い
に
合
っ
た
方
法
で
支

援
す
る
こ
と
を
合
理
的
配
慮
と
い
い
ま

す
。
行
政
機
関
に
は
負
担
が
重
す
ぎ
な

い
範
囲
で
配
慮
す
る
こ
と
、
民
間
事
業

者
に
は
配
慮
に
努
め
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
聴
覚
障
が
い
の
あ
る
人
に

筆
談
を
用
い
て
伝
え
る
、
視
覚
障
が
い

の
あ
る
人
に
書
類
を
渡
す
と
き
は
内
容

を
読
み
上
げ
る
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う

　
専
門
的
な
知
識
や
経
験
が
な
く
て
も
、

障
が
い
の
あ
る
人
へ
簡
単
な
支
援
を
す

る
こ
と
は
で
き
ま
す
。

　
困
っ
て
い
る
人
を
見
掛
け
た
ら
、
声

を
掛
け
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
障
が

思
い
や
り
の
あ
る
社
会
を
目
指
し
て

市
内
に
は
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
約
2
万
9
、
6
0
0
人
、
何
ら
か
の
障
が
い
の
あ
る
人
が
約
5
、

3
0
0
人
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
今
号
で
は
、
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
人
を
保
護
す
る
制
度
や
、
私
た

ち
に
求
め
ら
れ
て
い
る
支
援
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

成
年
後
見
制
度
・
障
害
者
差
別
解
消
法

思い悩んだら相談してください
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い
の
種
別
や
程
度
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
必

要
に
応
じ
た
配
慮
が
大
切
で
す
。
ま
ず

は
支
援
が
必
要
か
聞
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
障
が
い
の
種
別
と
必
要
な
配
慮（
下

図
）を
参
考
に
、
私
た
ち
が
で
き
る
支

援
の
内
容
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

障
が
い
に
関
す
る
相
談
窓
口

　
市
や
県
で
は
、
次
の
相
談
窓
口
を
開

設
し
て
い
ま
す
。
相
談
料
は
無
料
で
、

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。
気
軽
に
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。

障
が
い
者
福
祉
課

電
話
番
号
＝
20
‐
1
5
3
9

F
A
X
＝
24
‐
2
3
6
7

ほ
っ
と
す
ま
い
る
セ
ン
タ
ー

　
障
が
い
に
つ
い
て
の
相
談
の
ほ
か
、

日
常
生
活
で
困
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

電
話
番
号
＝
27
‐
1
1
0
6

F
A
X
＝
27
‐
1
0
6
5

障
が
い
の
あ
る
人
へ
の
差
別
に
関
す
る

相
談
窓
口

　
障
が
い
を
理
由
に
差
別
さ
れ
た
り
、

つ
ら
い
思
い
を
し
た
り
し
た
ら
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

電
話
番
号
＝
0
4
3
‐
4
8
6
‐
5�

9 

9�

1（
県
印
旛
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
）

F
A
X
＝
0
4
3
‐
4
8
6
‐
2
7
7 

7
※
く
わ
し
く
は
障
が
い
者
福
祉
課
へ
。

障がいの種別と必要な配慮

身体障がい 目や耳、手足、身体内部などの機能に障がいがあり、日常生活にさまざまな困難が
生じます。

例えば… 配慮の一例
⃝視覚障がいで、周りの状況が分からなく
なってしまうことがある ➡ ⃝「何かお困りですか」と声を掛け、周囲の

状況を具体的に説明する
⃝聴覚障がいで、車内アナウンスなどの音
声による情報が入ってこない ➡ ⃝情報を求められたら、手話や筆談など、そ

の人が希望する方法で伝える

知的障がい 知能面の遅れがあり、日常生活や社会生活などへの適応が難しい場合があります。

例えば… 配慮の一例
⃝一度にたくさんのことを言われると、内
容が分からない ➡ ⃝短い文章で丁寧に説明し、内容が理解さ

れたことを確認しながら対応する
⃝渡された資料に漢字が多いと、理解でき
ない ➡ ⃝資料などにはふりがなを振り、絵や図を

使って分かりやすくなるよう工夫する

精神障がい うつ病や双極性障がい（そううつ病）などの気分障がい、統合失調症、てんかんなど
の精神疾患があり、外見からは分かりづらい場合があります。

例えば… 配慮の一例
⃝人が多い場所や騒がしい場所にいると、
パニックを起こしそうになる ➡ ⃝静かな場所や一人になれる場所に案内す

るなど、落ち着ける環境を用意する
⃝急に体調が悪くなり、当日の予定を取り
やめてしまうことがある ➡ ⃝緊張が続き、疲れやすい傾向があること

を理解し、丁寧な対応を心掛ける

そのほかの障がい 他人とのコミュニケーションが苦手な発達障がいや、脳で精密な情報処理ができな
い高次脳機能障がい、難病を原因とする障がいなどがあります。

例えば… 配慮の一例
⃝発達障がいで、予定外の出来事が起こる
と、情緒が不安定になる

⃝�障がいの種類はさまざまなので、場面や
状況に応じて必要な配慮が異なることを
理解し、対応できるよう工夫する

⃝高次脳機能障がいで、物事を忘れやすく、
失敗が多い ➡

⃝難病を患っていることが見た目では分か
らず、特性を理解してもらえない
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